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Agilentロジック解析システム用
プロービング・ソリューション

Product Overview

ターゲット・システムへの高信頼の
接続を提供
どのようなチップ・パッケージ、テ
スト・ポート、プローブの組み合わ
せに対しても信頼性の高いステート/
タイミング測定を行えるように、
Agilentは業界で最も広範なプロービ
ング・ソリューションを提供してい
ます。

接続の物理的および電気的な品質
が、測定品質に直接影響します。そ
のため、各ソリューションは特定の
測定ニーズに合わせて設計されてい
ます。

本書について
本書は次の点を考慮することにより、
ユーザがターゲット・システムに最
適なプロービング・ソリューション
を選択できるようにしています。
• チップ・パッケージ、テスト・

ポート
• 物理・電気的要件
• さまざまなアクセサリ、オプシ

ョン

その他のドキュメント
以下のAgilentロジック解析システム
用のプローブ/アクセサリについて
は、本書の「関連情報」を参照して
ください。
• パターン・ジェネレータ
• エミュレータ
• オシロスコープ

kani
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信号の周波数成分がプロービング・ソリューションをドライブ

クロック速度が速くなると、セットアップ/ホールド時間などのタイミ
ングの許容度はよりきびしくなります。クロック速度が速いシステム
では、通常、立ち上がり時間と立ち下がり時間も短くなります。遷移
時間が短いシステムは、高周波成分が多いので、クロストーク、反射、
グランドバウンス、ノイズ、放射などの高周波アナログ信号と同様の
問題を受けやすくなります。システムがアナログ信号と同様の問題を
受ける度合いは、クロック速度でなく、信号の遷移時間に関係します。
遷移時間の遅いシステムは、クロック速度も遅くなります。しかしな
がら、クロック速度の遅いシステムでも、非常に遷移時間の速い信号
があります。

汎用プロービング・ソリューションにより、各ロジック・アナライ
ザ・モジュールがそれぞれの最大クロック速度で動作できるアナログ
帯域幅が得られます。これらのプローブは入力インピーダンスが高く、
特に高周波では、システムに対する負荷が最小となります。動作マー
ジンの小さいシステムの設計には、システム・コンポーネントとデバ
ッグ中に使用するプロービング・ソリューションの入力インピーダン
スの両方を考慮する必要があります。本カタログでは各プロービン
グ・ソリューションについての説明と共に、入力インピーダンスの仕
様あるいは等価負荷回路を示します。

400Mビット/sを超えるステート信号、あるいは差動信号のために、
Agilentは16760A 1.25Gビット/sロジック・アナライザ・モジュール用の
プロービング・システムを開発しました。このプロービング・システ
ムは、わずか1.5pFの容量性負荷が特長です。また、高信頼の高速ロジ
ック・アナライザ測定用にAgilentとSamtecがカスタム設計したコネク
タは、超低キャパシタンスと隣接チャネル間の優れたアイソレーショ
ンを特長としています。このコネクタおよびプロービング・システム
については、29～31ページをご覧ください。

• インピーダンス
高入力インピーダンスは、回路へ
の影響を最小限に抑えます。プロ
ーブの多くは低周波では問題がな
いものの、高周波ではプロービン
グにより容量性負荷が増加します。
Agilentのプローブは、広い周波数
範囲で使用することが可能です。

• 堅牢性
機械的設計の優れたプローブは、
強固な電気的接続を提供します。
断続的にオープンするプローブで
は、トラブルの原因を1つ追加す
ることになります。Agilentプロー
ブは、ひずみを軽減し、堅牢で信
頼できる接続を行えるように設計
されています。

• ノイズに対するイミュニティ
電磁ノイズは、ロジック・アナラ
イザが捕捉したデータを破壊する
可能性があります。Agilentのプロ
ービング・ソリューションは、遷
移ノイズに対する高いイミュニテ
ィを実現しています。

• パフォーマンス
Agilentロジック・アナライザには
フロント・エンド回路があり、ア
ナライザのステート/タイミング
仕様をサポートしています。この
回路とアナライザに付属の汎用プ
ローブにより、ターゲット信号を
指定のクロック速度で正確に捕捉
できます。

その他の注意事項
各種Agilentプローブ間の物理的接
続には互換性があるので、さまざ
まなプローブやアクセサリをいっ
しょに使用できます。ただし、遅
いクロック速度用に設計されたプ
ローブ・アクセサリは、高速アナ
ライザ・モジュールで使用しても
ターゲット・パフォーマンスを高
速化しません。また、複数のプロ
ーブ・リードあるいはアクセサリ
の直列接続は、信号の信頼性を劣
化させます。

高信頼の接続が確度を保証
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正確な測定は、信頼性の高いプロー
ビングから始まります。Agi len t
Technologiesはさまざまなプロービ
ング・アクセサリを提供して多様な
測定ニーズに対応し、Agilentロジッ
ク・アナライザへの接続を簡単にし
ます。

QFPパッケージのプロービングについて、
「QFPパッケージのプロービング」(11ページ)
をご覧ください。

QFPパッケージへの接続

長所 短所

最も柔軟な方法。 多数のチャネルへの接続に時間がかかる。
フライングリード・プローブはロジック・ 最もスペース効率が良くない方法。
アナライザ・モジュールに付属(16760Aを除く)。

注記:
1フライング・プローブは、16760Aでは使用できません。16760A用のプロービングについては、「Agilent 16760A 1.25Gビット/sロジック・アナライ
ザ・モジュール」のセクションをご覧ください。

Agilentフライングリード・プローブ/アクセサ
リについては、「汎用プロービング」(6ページ)
をご覧ください。1

個々のICピン/テスト・ポイントへの接続

長所 短所

微細ピッチQFPパッケージの わずかなキープアウト・エリアが必要。
全ピンへの接続が簡単。 ICパッケージ上にリテーナをインストール
非常に信頼性の高い接続。 するのに多少の時間がかかる。

最適プロービングの選択
ステート400MHz(最高)/タイミング800MHz(最高)
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16700シリーズ・ロジック解析システム用68チ
ャネル/102チャネル・ステート/タイミング解
析モジュール、またはAgilentポータブル・ロ
ジック・アナライザ用のターゲット・コネク
タ・ソリューションについて、「ターゲット・
コネクタを使った設計とプロービング」(14ペ
ージ)をご覧ください(最大400MHzステート/
800MHzタイミング速度)。

Agilent 16760Aモジュールのためのプロービン
グ・ソリューションについては、「Agilent
16760A 1.25Gビット/sロジック解析モジュー
ル」(29ページ)をご覧ください(差動信号、ス
テート速度400MHzを超え最大1.25Gビット/s、
信号振幅500mV p-p未満)。

ターゲット・システムへのコネクタの直接組み込み

http://www.agilent.com/find/pnbsで、カタログ番
号5966-4365E「Processor and Bus Support for
Agilent Technologies Logic Analyzers」をご覧く
ださい。この資料は、16700シリーズ・ロジッ
ク解析システム用68チャネル/102チャネル・
ステート/タイミング解析モジュール、または
Agilentポータブル・ロジック・アナライザの
解析プローブに接続するため必要なプロー
ブ・アクセサリについて説明しています。

プロセッサ/バス専用プローブを使用

長所 短所

非常に信頼性の高い接続。 設計段階で前もってプランニングが必要。
何度も接続する場合に時間を短縮。 専用のボード・スペースが必要。

ややコストが増加。

長所 短所

サポートするプロセッサ/バスに対して、 かなりコストが増加。
最も簡単ですばやい接続。 専用のプロセッサ/バスでのみ使用可能。

最適プロービングの選択
ステート400MHz(最高)/タイミング800MHz(最高)
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次の条件でのステート/タイミング解析が必要
ですか?
• 400Mビット/sを超えるデータ・レート
• 差動信号
• 500mV p-pに満たない信号振幅
• データ有効ウィンドウ(セットアップ/ホー

ルド時間含む) <1.25ns

Agilent 16760Aモジュールのためのプロービン
グ・ソリューションについては、「Ag i l e n t
16760A 1.25Gビット/sロジック解析モジュー
ル」(29ページ)をご覧ください。

高速4GSa/sタイミングが必要ですか?

このプロービング・ソリューションについては、
「Agilent 16517A/16518A 1GHzステート/4GHz
タイミング」(32ページ)を参照してください。

ターゲット・システムへのコネクタの直接組み込み

個々のICピン/テスト・ポイントへの接続

最適プロービングの選択
ステート>400MHz/タイミング>800MHz

長所 短所

非常に低いキャパシタンス。 16517Aおよび16518Aでは
高密度プロービングが不可。

長所 短所

低インダクタンス/低キャパシタンス 16760Aで個々のプローブを使用不可。
低クロストーク
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信号の忠実度を最大にしたい場合、
または数ラインだけプローブする必
要がある場合には、付属の16チャネ
ル・リード・セットが手頃で、迅速
な測定が行えます。

ロジック解析の汎用プローブ
汎用プロービングでは、プローブ・
リードを個々の信号ラインに接続す
る必要があります。汎用プロービン
グは、信号数があまり多くない場合
に便利です。柔軟性が高く、その他
のプロービング方法とも併用が可能
です。

注記：すべての信号ラインは、プロ
ーブに最低600mVを供給できなけれ
ばなりません。

標準プロービング・システム
標準プロービング・システムは、IC
クリップ、プローブ・リード、プロ
ーブ・ハウジング、プローブ・ケー
ブルから構成されます。標準プロー
ビング・システムはパッシブなの
で、アクティブ・プロービング・シ
ステムより小型、軽量で、はるかに
使用が簡単です。このパッシブ・プ
ロービング・システムは、高周波オ
シロスコープで使用されるプロービ
ング・システムと似ています。シス
テムは、プローブ・チップでの直列
RC回路(図1を参照)とシールドされ
た抵抗伝送ラインから構成されま
す。このシステムの長所は以下のと
おりです。

• 高入力インピーダンス。図1を参
照してください。

• 信号グランドがプローブ・チッ
プにあり、高速タイミング信号
に対応

• 低価格で、着脱可能なプロー
ブ・チップ・アセンブリ

汎用プロービング

k

チップRC回路� 等価負荷�

信号�

グランド�

信号�
ロジック・�
アナライザ・�
ポッドへ�

グランド�

Ω Ω Ω

Ω

ロジック・アナライザを含みます。�

図1. プローブ・チップのRC回路と等価負荷

プローブ・リードとリード・セット
プローブ・リードはリード線のセッ
トとして構成されています。プロー
ブ・リード・セットは、グランドを
持つ16個のデータ・チャネル、1個
のクロック・チャネル、共通グラン
ドをプローブできます。図3に、16
チャネル・プローブ・リード・セッ
ト(Agilent部品番号01650-61608)を示
します。図2では、個々の部品に対す
る交換部品番号も記載しています。

各プローブ・リード線は30cmのツ
イストペア・ケーブルで、プロー
ブ・ハウジングでプローブ・ケーブ
ルに接続されます(図2を参照)。プ
ローブ・チップには信号リード、グ
ランド・リード用コネクタ、RC回
路用ハウジングが含まれます。

信号リード線とグランド・リード線
は、ターゲット・システムに直接接
続できます。これには、0.63mmの
角ピンあるいは直径0 . 6 6mm～
0.84mmの丸ピンを基板上に設置す
る必要があります。ICテスト・クリ
ップの使用も可能です。テスト・ク
リップのピンの寸法にも同じ仕様が
適用されます(Agilentから入手可能
なICテスト・クリップについては図6
を参照してください)。

図2. 16チャネル・プローブ・リード・セット(Agilent部品番号01650-61608)交換部品

共通グランド・
リード(ロング)
(Agilent部品番号
5959-9335には
5本のポッド・グランド
が含まれます。)

プローブ・ハウジング
RC回路ハウジング

グランド・
リード用コネクタ

信号リード

グランド・リード
(Agilent部品番号
5959-9334には
5本のグランド・リード
が含まれます。)

図3. 16チャネル・プローブ・リード・セット
(Agilent部品番号01650-61608)

プローブ・リード
(Agilent部品番号5959-9333
には5本のプローブ・リードが
含まれます。)

各プローブ・リード・セットには
以下のものが含まれます。
1本のクロック・プローブ・リード
16本のデータ・ライン・リード
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ICクリップ
スルーホールICクリップ(Agilent部
品番号5959-0288、ICクリップ20個
含む)は、ICピンにフィットするシ
ングル・フックとコンポーネント・
リードを持ちます。ツイン・フック
を持つ表面実装デバイスICクリップ
(Agilent部品番号5090-4356、ICクリ
ップ20個含む)は、精密な表面実装
部品のリード用に設計されています。
ツイン・フックの0.5mm ICクリップ
(Agilent部品番号10467-68701、0.5mm
ICクリップ4個入り)は0.5mmピッチ
のコンポーネントに非常に便利で
す。図5を参照してください。

E2421Aキットは8ピン、14ピン、16
ピン、20ピン、24ピン、28ピン
SOICテスト・クリップ各1つで構成
されています。図6を参照。

E2422Aキットは20ピン、28ピン、
44ピン、52ピン、66ピン、84ピン
QUAD ICテスト・アダプタ各1つで
構成されています。図6を参照。

接地
プローブ・システムの接地には3つ
の方法があります。第1の方法では、
プローブ・リード・セット全体を共
通グランドを介して接地できます。
この場合、1つの接続しか必要あり
ませんが、遷移時間の速いシステム
では信号の忠実度が劣化します。推
奨される方法としては、各プロー
ブ・リードを個別に接地します。こ
の方法により高い信号の忠実度が得
られ、高速の遷移時間(4～5ns未満)
の場合には必須です。

立ち上がり時間が中程度(2ns以上)の
場合は、1つおき(または4つに1つ)の
グランド接続でも許容可能です。

図4. ICクリップとグランド・リードをプローブに接続

図5. SMD ICクリップ、スルーホールICクリップ、0.5mm ICクリップ

信号リード
SMT ICクリップ

RC回路ハウジング

プローブ・グランド・リード

図6. E2421A SOICキット(左)、およびE2422A QUADキット(右)で
利用可能な代表的ICクリップ

汎用プロービング

5090-4833 5959-0288 10467-68701
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信号ライン負荷
すべての信号ラインは、プローブが
システムに接続されている間、最低
600mVをプローブ・チップに供給で
きなければなりません。各プローブ
の最大入力電圧は±40Vピーク
です。

プローブ・ケーブル
プローブ・ケーブル(図7と表1を参
照)には、16本の信号ラインと2本の
クロック・ライン、2本の+5V電源
ライン、および信号/クロック・ラ
インと電源ラインそれぞれに対する
グランド・ラインが含まれます。こ
れらのラインはすべて、1本の
140cmケーブルに格納されていま
す。ケーブル・グランドはシャーシ
(アース)接地で、フローティング接
地ではありません。2本の+5V電源
ラインをアクティブ・プロービン
グ・システムの電力供給に使用でき
ます。各+5V電源ラインの最大許容
電流については、個々のロジック・
アナライザまたはロジック・アナラ
イザ・カードの仕様を参照してくだ
さい。

注意: これらの+5V電源ラインを、
ターゲットの電源ラインに接続しな
いでください。

注意: ストレート・ワイヤ・プロー
ブ・リード、1個の共通グランド、
あるいはターゲットから離れた位置
のRC回路の使用には注意してくだ
さい。これらの環境は、クロストー
クやEMT感度などのアナログ効果
の影響を増大し、測定誤差の原因と
なります。

図7. ロジック・アナライザのプローブ・ケーブル

ロジック・ 01660-61605 16555-61606 16710-61603 16715-61601

アナライザ・

モジュール

16550A x

16554A x

16555A/D x

16556A/D x

16557D x

16710A x

16711A x

16712A x

16715A x

16716A x

16717A x

16718A x

16719A x

16750A x

16751A x

16752A x

表1. Agilentロジック・アナライザで使用可能なプローブ・ケーブル

汎用プロービング
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ウェッジ・アダプタ
Agilentのウェッジ技術を用いると、
0.5mmおよび0.65mmピッチのQFP上
で少数のチャネルを高い信頼性でプ
ロービングできます。デバイスの周
囲にクリア・エリアは必要ありませ
ん。プローブの各ウェッジは、QFP
のピン間に挿入します。各ウェッ
ジ・プローブの側面は、パッケージ
のピンに接触します。絶縁コアが各
ウェッジの側面を電気的に絶縁しま
す(図8と9を参照)。3信号、8信号、
16信号プローブが使用可能です(表5
を参照)。

ICピンの間隔 信号数 数量 Agilentモデル番号

0.5 mm 3 1 E2613A

0.5 mm 3 2 E2613B

0.5 mm 8 1 E2614A

0.5 mm 16 1 E2643A

0.65 mm 3 1 E2615A

0.65 mm 3 2 E2615B

0.65 mm 8 1 E2616A

0.65 mm 16 1 E2644A

表2. ウェッジ・プローブ・アダプタ

図8. 3信号ウェッジの接続

図9. 8信号および16信号ウェッジ(16信号ウェッジは共通グランド・プレーンを装備)

16信号ピンの上面
16グランド・ピン
(共通グランド・プレーンに接続)の底面

グランド・コネクタ・
ピン

ウェッジ・コネクタ・
ピン

着脱ジャンパ

1

ギャップ

16

汎用プロービング
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PROBE & CABLE NUMBERING LABELS
HP PART NUMBER 01650-94303         MADE IN U.S.A.

POD 1 POD 1

0 1 2 3

54 6 7

111098

15141312 CLK

POD 1 DATA + J CLOCK

POD 2 POD 2

0 1 2 3

54 6 7

111098

15141312 CLK

POD 2 DATA + K CLOCK

POD 3 POD 3

0 1 2 3

54 6 7

111098

15141312 CLK

POD 3 DATA + L CLOCK
POD 4 DATA + M

 CLOCK

POD 4 POD 4

0 1 2 3

54 6 7

111098

15141312 CLK

図10. ラベル(01650-94303)

図11. フェライト・コア・アセンブリ(16555-60001)

その他のプロービング・アクセサリ
特定のアプリケーション用に、テス
ト・システムをマークするための追
加ラベルを購入できます。プロー
ブ・ケーブルに付けて、測定に障害
となるMI/RFIノイズを防ぐ、フェ
ライト・コア・アセンブリもあり
ます。

汎用プロービング
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QFPパッケージのプロービング

図12. エラストマ・プロービング・ソリューション

1/4フレックス・アダプタ
(全ピンの接続には4個が必要)

エラストマ・
プローブ・アダプタ

リテーナ

TQFP IC

図13. デバイス上でリテーナを位置決めするロケータ・ツール

ロケータ・ツール

リテーナ

TQFP IC

ターゲットにQFP ICが含まれてい
る場合、Agilentエラストマ・プロー
ブ・シリーズからの選択が可能で
す。Agilentの最新エラストマ・プロ
ービング技術が、0 . 5mmおよび
0.65mmの高密度TQFP/CQFP/ PQFP
パッケージに対する低価格の、簡単
で信頼性の高いソリューションを提
供します。

プローブとデバイス・ピンとの間の
接続には、プローブ上のエラストマ
材が用いられています。エラストマ
の表面に各ピンの冗長接続を組み込
めば、信頼性の高い堅牢な接続を保
証します。

プローブ・アダプタに付属のロケー
タ・ツールは、リテーナをデバイス
に正確に配置します。リテーナの底
の接着剤によって、リテーナはデバ
イスにしっかりと固定されます。接
着剤が固まれば、ロケータ・ツール
は取り外せます。次にエラストマ・
プローブ・アダプタをデバイスに取
り付け、リテーナとそのきざみ付き
ナットによって固定します。各エラ
ストマ・プローブ・アダプタには5
個のリテーナ、ロケータ・ツール、
接着剤が付属しています。

その他のアクセサリ
図12に示すように、1/4フレック
ス・アダプタを使って、エラスト
マ・プローブ・アダプタからの信号
を汎用プローブに送ることができる
ので、ロジック・アナライザ、オシ
ロスコープやその他のテスト機器へ
の接続が容易です。デバイス上のす
べての信号を表示するには、4個の
1/4フレックス・アダプタが必要で
す。各1/4フレックス・アダプタは、
QFPデバイスのそれぞれの側面上の
ピンをカバーします。追加のリテー
ナやロケータ・ツールも使用可能で
す。5個のリテーナと接着剤のセッ
トはオプション#201として、ロケー
タ・ツールはオプション#202として
購入できます。これらのオプション
番号は、Agilent E5374A #202のよう
に、リストに記載されたすべてのエ
ラストマ・プローブ・アダプタのモ
デル番号に適用されます。

パッケージ ピンのピッチ エラストマ・ 1/4 フレックス・
プローブ・アダプタ アダプタ

144ピンTQFP 0.5 mm E5336A E5340A

144ピンPQFP/CQFP 0.65 mm E5361A E5340A

160ピンPQFP/CQFP 0.65 mm E5373A E5349A

160ピンTQFP 0.5 mm E5377A E5349A

176ピンTQFP 0.5 mm E5348A E5349A

208ピンPQFP/CQFP 0.5 mm E5374A E5371A

240ピンPQFP/CQFP 0.5 mm E5363A E5371A

表3. エラストマ・プローブ・アダプタ
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電気的特性 エラストマ・プローブ・アダプタ 1/4フレックス・アダプタ

動作電圧 <40V(DC+ピークAC) <40V(DC+ピークAC)

動作電流 0.5A(最大値) 0.5A(最大値)

絶縁抵抗 >100MΩ >100MΩ

モデル・パラメータ

ピン～グランド・プレーン間

キャパシタンス(代表値)

E5340A
最初のコネクタ: 3.0pF
2番目のコネクタ: 4.0pF
3番目のコネクタ: 6.0pF

E5349A
最初のコネクタ: 2.5pF
2番目のコネクタ: 3.5pF
3番目のコネクタ: 5.0pF

E5371A
最初のコネクタ: 2.5pF
2番目のコネクタ: 3.5pF
3番目のコネクタ: 5.0pF

ピン間キャパシタンス 0.5pF 2pF

自己インダクタンス(代表値)

E5340A
最初のコネクタ: 15nH
2番目のコネクタ: 25nH
3番目のコネクタ: 35nH

E5349A
最初のコネクタ: 20nH
2番目のコネクタ: 30nH
3番目のコネクタ: 40nH

E5371A
最初のコネクタ: 20nH
2番目のコネクタ: 30nH
3番目のコネクタ: 40nH

環境特性

動作温度 0°C～50°C 0°C～50°C

最大動作湿度 相対湿度75% 相対湿度75%

表4. プローブとフレキシブル・アダプタの電気的特性および環境特性

QFPパッケージのプロービング

このプローブ技術の電気的特性につ
いて、表4で示しています。

注記: Agilentロジック・アナライザ
のプローブは、このセクションで示
すアダプタに接続します。ターゲッ
ト・システムのインピーダンス負荷
はわずかに増加します(表4を参照)。
高速の遷移時間(2～3ns未満)では、
信号の忠実度が劣化する可能性があ
ります。

プローブ・アダプタには、図14と15
の寸法表に示すように、デバイスの
周囲にわずかなキープアウト・エリ
アが必要です。
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アダプタ A B C D E F G H J K L M

144ピンTQFP
(インチ) 0.674 1.240 1.130 0.055 0.138 0.827(最小値) 0.795(最大値) 0.866±0.008 0.057～0.063 0.053～0.057 0.0197±0.0012 0.009±0.002

(ミリメータ) 17.13 31.50 28.70 1.40 3.50 21.00(最小値) 20.20(最大値) 22.00±0.20 1.450～1.60 1.350～1.45 0.500±0.03 0.220±0.05

160ピンTQFP
(インチ) 0.76 1.343 1.343 0 0.11 0.988(最小値) 0.953(最大値) 1.024±0.008 0.061～0.063 0.051～0.059 0.01965±0.001 0.0087～0.015

(ミリメータ) 19.2 34.11 34.11 0 2.79 25.09(最小値) 24.20(最大値) 26.00±0.20 1.550～1.61 1.3～1.5 0.50±0.03 0.220～0.38

176ピンTQFP
(インチ) 0.674 1.398 1.287 0.055 0.138 0.984(最小値) 0.953(最大値) 1.024±0.008 0.057～0.063 0.053～0.057 0.0197±0.0012 0.009±0.002

(ミリメータ) 17.13 35.50 32.70 1.40 3.50 25.00(最小値) 24.20(最大値) 26.00±0.20 1.450～1.60 1.350～1.45 0.50±0.03 0.220±0.05

図14. TQFPに対するエラストマ・プローブとパッケージの寸法

A

F

K

L (積み重ねなし)

J

H

G

ME

D
(このエリアにおける�
部品の最大の高さ)

C

B

A

E

このエリアにおける部品の最大の高さ

B
C

F

G

H

K

J

L

M

アダプタ A B C E F G H J K L M

144ピンPQFP/CQFP
(インチ) 0.73 1.583 0.16 0.01 1.135(最小値) 1.106(最大値) 1.236(最大値) 0.094～0.098 0.108(最大値) .0256±0.0012 0.009±0.002

(ミリメータ) 18.5 40.21 4 0.3 28.85(最小値) 28.10(最大値) 31.40(最大値) 2.40～2.50 2.75(最大値) 0.65±.03 0.22±0.05

160ピンPQFP/CQFP
(インチ) 0.76 1.583 0.16 0.03 1.154(最小値) 1.106(最大値) 1.266(最大値) 0.126～0.146 0.136～0.161 .0256±0.0012 0.009±0.002

(ミリメータ) 19.2 40.21 4 0.8 29.32(最小値) 28.10(最大値) 32.15(最大値) 3.20～3.70 3.45～4.10 0.65±.03 0.22±0.05

208ピンPQFP/CQFP
(インチ) 0.76 1.583 0.16 0.03 1.136(最小値) 1.110(最大値) 1.197～1.213 0.126～0.142 0.136～0.161 0.0197±0.0012 0.009±0.002

(ミリメータ) 19.2 40.21 4 0.8 28.85(最小値) 28.20(最大値) 30.40～30.80 3.20～3.60 3.45～3.60 0.50±0.03 0.22±0.05

240ピンPQFP/CQFP
(インチ) 0.76 1.937 0.16 0.03 1.293(最小値) 1.268(最大値) 1.551～1.567 0.126～0.142 0.136～0.161 0.0197±0.0012 0.009±0.002

(ミリメータ) 19.2 49.20 4 0.8 32.85(最小値) 32.20(最大値) 39.40～39.80 3.20～3.60 3.45～3.60 0.50±0.03 0.22±0.05

図15. PQFP/CQFPに対するエラストマ・プローブとパッケージの寸法

QFPパッケージのプロービング
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ターゲット上にプロービング・アク
セスが可能な標準QFPパッケージが
ない場合、あるいはデバイスが
BGAパッケージでのみ得られる場
合があります。

Agilentは、プロービングの制約を持
つターゲットの場合、製品のプロト
タイプ・バージョンにコネクタを組
み込み、ハードウェアとソフトウェ
アを効率的にデバッグできるように
することをお勧めします。そのよう
なコネクタを設計する上で、次の点
に注意してください。

• ターゲット速度とターゲット密
度に適したコネクタ技術を選択
します。

• 全部のラインを慎重に選んで、デ
バッグに必要となる可能性のあ
るコネクタまで経路をたどれる
ようにします。

• コネクタごとにラインをグルー
プ化し、プロービング作業を容
易にします。たとえば、Agilent
は、予め設定された信号順序で
逆アセンブラを記述している場
合があります。設計前に重要な
信号線、順番についての逆アセ
ンブラのマニュアルを参照して
ください。

• ターゲットへの影響を最小に抑
え、正確なデータを得るために、
コネクタまでの経路をできるだ
け短くします。

• 設計したプロービングRC回路の
ターゲットへの影響を、Agilent
が提供するRC回路製品と比較し
て調べます。

AgilentのプロービングRC回路は、
ターゲットとロジック・アナライザ
の間になければなりません。RC回
路は、ターゲット基板上のスルーホ
ールまたはSMT部品に配置すること
も、プローブ・リード(RC回路がプ
ローブ端に形成されている)により
ロジック・アナライザ・ケーブルに
取り付けることもできます。あるい
は、RC回路が組み込まれたAgilent
01650-63203終端アダプタが使用で
きます。プローブ・リードはコネク
タと一緒に使用できますが、便利な
方法とは言えません。コネクタとア
ナライザ・ケーブル(ターゲット上
にRC回路部品)、または終端アダプ
タとの直接接続の方が簡単です。

ターゲット・コネクタを使った設計とプロービング
通常密度、中パフォーマンスのアプリケーション
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k

100 k

チップRC回路� 等価負荷�

信号�

グランド�

信号�
ロジック・�
アナライザ・�
ポッドへ�

グランド�

ΩΩ Ω

Ω

ロジック・アナライザを含みます。�

ロジック・アナライザの
ポッド・ケーブル

終端アダプタ
(Agilent 01650-63203)

20ピン・コネクタ
(Agilent 1251-8106)

図16. 終端アダプタおよび等価負荷

Agilent部品番号 3M部品番号 コネクタの説明

1251-8106 7620-6002 20ピン、ロープロファイル(ストレート)

1251-8473 7620-5002 20ピン、ロープロファイル(右アングル)

表5. 固定プロービング用の20ピン・コネクタ(終端アダプタが必要)

ここに説明するソリューションの代
わりに、「高密度、高パフォーマン
ス・アプリケーション」に示すソリ
ューションが使用できます。負荷や
速度が重要な問題とならない場合、
Agilentは通常密度アプリケーション
に対し標準2.54mmピン間隔のコネ
クタを推奨します。これらのコネク
タの多くは、3M社またはAgilentか
ら入手可能です(表5参照)。3Mの連
絡先などは、本カタログの最後にあ
る「関連情報」を参照してください。

終端アダプタを介した直接接続
プローブ・ケーブル端に接続された
終端アダプタ(Agilent部品番号01650-
63203)は、2つの役割を果たします。
第1に、ターゲット基板上のヘッダ
に必要なピンの数を40ピンから20ピ
ンに減らします。このプロセスで、
プロービング接続に使用する基板エ
リアが減少します。第2に、適切な
RC回路を非常に便利なパッケージ
で提供します。図16に、終端アダプ
タをターゲット・システムに物理的
に接続しする方法を示します。また、
Agilentロジック・アナライザに接続
される終端アダプタの等価負荷を示
します。図17と18には、プローブ・

ケーブルと終端アダプタのピン配列
をそれぞれ示しています。以下の表
5には、2つの20ピン・コネクタと、
そのAgilentおよび3Mの部品番号を
示します。

注記: Agilent 01650-63203は、共通グ
ランドを使用することによりスペー
スを節約します(図18を参照)。これ
は、特に遷移時間が速い場合(4～5ns
未満)に信号の忠実度に影響します。

ターゲット・コネクタを使った設計とプロービング
通常密度、中パフォーマンスのアプリケーション
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SIGNAL GND   4
SIGNAL GND   6
SIGNAL GND   8
SIGNAL GND 10

POWER GND   2

SIGNAL GND 12
SIGNAL GND 14
SIGNAL GND 16
SIGNAL GND 18
SIGNAL GND 20
SIGNAL GND 22
SIGNAL GND 24
SIGNAL GND 26
SIGNAL GND 28
SIGNAL GND 30
SIGNAL GND 32
SIGNAL GND 34
SIGNAL GND 36
SIGNAL GND 38
POWER GND 40

1    +5V
3   CLK1
5   CLK2
7   D15
9   D14
11 D13
13  D12
15  D11
17  D10
19  D9
21  D8
23  D7
25  D6
27  D5
29  D4
31  D3
33  D2
35  D1
37  D0
39  +5V

1    +5V
3    CLK 1
5    D14
7    D12
9    D10
11  D8
13  D6
15  D4
17  D2
19  D0

CLK 2   2
D15      4
D13      6
D11      8
D9      10
D7      12
D5      14
D3      16
D1      18
GND  20 

図18. 100kΩ終端アダプタ(Agilent部品番号01650-63203)のピン配列

図17. プローブ・ケーブルのピン配列

ターゲット・コネクタを使った設計とプロービング
通常密度、中パフォーマンスのアプリケーション
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40ピン・コネクタを介した直接接続
プローブ・ケーブルは、表6に示し
た各種の40ピン・コネクタに直接差
し込みますが、適切なRC回路をター
ゲット基板に配置する必要がありま
す(40ピン・コネクタのピン配列は
図19を参照)。Agilentは、RC回路を
配置するための4種類の方法を提供
しています(表7を参照)。

1つは図20に示す、9個のRC回路を
持った18ピンDIPです(Agilent部品番
号1810-1278)。図21に示すように、
各プローブ・ケーブルに対してこの
DIPが2つ必要です。

2つめは10ピンSIPで、図22に示すよ
うに、これは5個のRC回路を持ちま
す。図23に示すように、各プロー
ブ・ケーブルに対してこのDIPが4
つ必要です。この4つのSIPは、2つ
のDIPよりターゲット基板に占める
スペースが小さいので、スペースに
制約がある場合に使用します。

3つめは12ピンSMT(Agilent部品番号
5062-7396)で、図33に示すように、
6個のRC回路を持ちます。各プロー
ブ・ケーブルに対してこのSMTが3
つ必要です。

適切なRC回路のために、個別部品
の使用も可能です。RC回路に対す
る等価負荷については、図24を参照
してください。

Agilent部品番号 パッケージ・タイプ

1810-1278 DIP、18ピン、9個のRC回路を装備

(1プローブ・ケーブルに対し2個必要)

1810-1588 SIP、10ピン、5個のRC回路を装備

(1プローブ・ケーブルに対し4個必要)

5062-7396 SMT、12ピン、6個のRC回路を装備

(1プローブ・ケーブルに対し3個必要)

表7.  使用可能なRC回路

  2  POWER GND
  4  SIGNAL GND
  6  SIGNAL GND 
  8  SIGNAL GND
10  SIGNAL GND
12  SIGNAL GND
14  SIGNAL GND
16  SIGNAL GND
18  SIGNAL GND 
20  SIGNAL GND
22  SIGNAL GND
24  SIGNAL GND
26  SIGNAL GND
28  SIGNAL GND
30  SIGNAL GND 
32  SIGNAL GND
34  SIGNAL GND
36  SIGNAL GND
38  SIGNAL GND 
40  POWER GND

+5V     1
CLK1   3
CLK2   5
D15     7
D14     9
D13    11
D12    13
D11    15
D10    17
D9      19
D8      21
D7      23
D6      25
D5      27
D4      29
D3      31
D2      33
D1      35
D0      37
+5V    39

図19. 40ピン・コネクタのピン配列

Agilent部品番号 3M部品番号 コネクタの説明

1251-8828 2540-6002 40ピン、ロープロファイル(ストレート)

1251-8158 2540-5002 40ピン、ロープロファイル(右アングル)

1251-8831 3432-6302 40ピン、ロングラッチ付き(ストレート)

1251-8931 3432-5302 40ピン、ロングラッチ付き(右アングル)

表6. 固定プロービング用の40ピン・コネクタ(ターゲット基板上にRC回路のインストールが必要)

ターゲット・コネクタを使った設計とプロービング
通常密度、中パフォーマンスのアプリケーション
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回路図�

Ω
2. キャパシタンス: 8.2 pF (+0.7 pF/0.5 pF)
    R10～R18: 250     (5%) 

24.64最大�
2.16最大�

6.86最大�

1.676 ±  0.102代表値�
2.54代表値�

0.254 ±  0.051

7.874 ±  0.254

0.635代表値�

3.175

4.70最大�

8.51最大�

0.483 ±  0.084代表値�

18 17 16 15 14 13 12 11 10

987654321

C2 C3 C4 C5 C6 C7 C8 C9R9

R18R17

R8R7R6R5R4

R16R15R14R13R12R11R10

R3R2R1

寸法はすべてmm表示です。�
明記しない限り、すべて許容誤差は�
0.254mmです。�

ピンがパラレルの場合、�
外部へ測定されます。�

1

1

注記: 
1. 抵抗: 
    R1～R9: 90 k      (1%) Ω

 +0.635 
-0.000

C1

�

図20. 9チャネル18ピンDIP RC回路 (Agilent部品番号1810-1278)

図21. 40ピン・コネクタへのプローブ・ケーブルの接続(DIP RC回路を使用)

9チャネルRC回路
(Agilent部品番号
1810-1278)
プローブ・ケーブル当たり
2つのDIPが必要

40ピン・コネクタ
(Agilent部品番号
1251-8828)
2 x 20ピン・ヘッダ
(2.54mm x 2.54mm
の間隔を持つ)

プローブ・ケーブル
(ロジック・アナライザから)

ターゲット・コネクタを使った設計とプロービング
通常密度、中パフォーマンスのアプリケーション
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3.5 ± 1.00
代表値�

回路図�

最大�

最大�

最大�

最大�

最大�

代表値�代表値�代表値�

寸法はすべてミリメータ(mm)表示です。�
明記のない限り、すべて許容誤差は0.05です。�

注記された寸法はシート面から計測されたものです。�

注記�
抵抗�

キャパシタンス�

～�
～�

図23. 40ピン・コネクタへのプローブ・ケーブルの接続(SIP RC回路を使用)

図22. 5チャネル10ピンSIP RC回路 (Agilent部品番号1810-1588)

5チャネルRC回路
(Agilent部品番号1810-1588)
プローブ・ケーブル当たり
4つのSIPが必要

プローブ・ケーブル
(ロジック・アナライザ
から)

40ピン・コネクタ
(Agilent部品番号1251-8828C)
2 x 20ピン・ヘッダ
(2.54mm x 2.54mmの
間隔を持つ)

ターゲット・コネクタを使った設計とプロービング
通常密度、中パフォーマンスのアプリケーション
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個別部品を使用する際の注意
回路終端の設計に個別部品を使用で
きます。Agilentは、図24に示す回路
を推奨します。図24に示す等価負荷
を実現するには、RC回路を測定対
象ノードのすぐ近くに配置すること
により、トレース長を最小にする必
要があります。実際の負荷は、図24
の等価負荷にスタブ長の負荷を加え
たものです。推奨オンボードRC回
路からターゲット・コネクタまでの
トレース長は、76～100mm以下で
なければなりません。この伝送ライ
ンは、80～100Ωの範囲のインピー
ダンス(100Ωに近いほど良い)に設
計する必要があります。

図24. ターゲット上の個別部品の等価負荷。DIP(1810-1278)、SIP(1810-1588)、
およびSMT(5062-7396)RC回路にも適用されます。

�

k

推奨オンボードRC回路� 等価負荷�

信号�

グランド�

信号�
ロジック・�
アナライザ・�
ポッドへ�

グランド�

Ω Ω Ω

Ω

オンボードRC回路および�
ロジック・アナライザを含みます。�

0.3

ターゲット・コネクタを使った設計とプロービング
通常密度、中パフォーマンスのアプリケーション
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Agilentは、AMPのMictor38ピン・コ
ネクタをベースとした高密度プロー
ビング・ソリューションを開発しま
した。Agilentの高密度アダプタ・ケ
ーブルE5346A、E5339A、E5351Aを
接続すれば、Agilentロジック・アナ
ライザへ必要な信号を送ることがで
きます。アドレス、データ、ステー
タス信号などの重要な信号に対し、
基板上にAMP Mictorコネクタを設
計するだけで済みます。AMPの
Mictorコネクタは、わずかな基板ス
ペースしか占有しません。各Mictor
コネクタはコネクタ当たり32チャネ
ルのロジック解析と2つのクロック
を提供します。AMPのMictor コネ
クタはAMPから直接に、または
Agilentから購入できます。本カタロ
グの最後にある「関連情報」を参照
してください。

0.450 in
11.44 mm

17.500 in
444.50 mm

0.465 in
11.80 mm

0.209 in
5.31 mm

0.271  in
6.89  mm

1.400 in
35.56 mm

1.100 in
27.94 mm

2.393 in
60.77 mm

1.64 in
41.6 mm

図25. E5346A、E5351A、E5339Aアダプタ・ケーブルの機械的仕様

ターゲット・コネクタを使った設計とプロービング
高密度、高パフォーマンス・アプリケーション
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E5346AまたはE5339Aを速いクロ
ック速度で使用するには、次の
設計ガイドラインに従う必要が
あります。

• プローブのフックアップ・スタ
ブの電気長を計算します。

• Er = 4.9のPC基板材の場合、63ps/
cmの伝搬遅延を使用します。

• プローブのフックアップ・スタ
ブの伝搬遅延がバス信号の立ち
上がり時間(Tr)の20%未満である
ことをチェックします。20%未満
であれば、E5346AまたはE5339A
を使用できます。

たとえば、Er = 4.9の場合、プロー
ブの6.4cmのフックアップ・スタ
ブは、400psの伝搬遅延が生じま
す 。 T rが 2 n s を 超 え る 場 合 、
E5346AまたはE5339Aを使用する
ことができます。

Agilent E5346A/E5339A
高密度アダプタ・ケーブル
E5346AおよびE5339Aケーブルには、
ロジック・アナライザが必要とする
RC回路が、ターゲットに近いプロー
ブ・チップ内に組み込まれています。
E5346Aは、ピーク間振幅が500mVと
いう小さな信号を捕捉します。E5339A
は、300mV p-pの信号を捕捉します。
図26はE5339A、図27はE5346Aに対
する等価負荷を示しています。

ターゲット・システムにMictorコネクタを組み込んだ設計についてより詳しくは、次の文書を参照してください。

Agilent Technologies E5346A/E5351A High-Density E5346-92013 http://www.cos.agilent.com/manuals/pdf/E5346213.PDF
Adapter Cable, Installation Note
Agilent Technologies E5339A Low Voltage Termination E5339-92001 http://www.cos.agilent.com/manuals/pdf/E5339201.PDF
Adapter Cable, Installation Note

k

信号�

グランド�

k

信号�

グランド�

図27. E5346A入力等価負荷

図26. E5339A入力等価負荷

ターゲット・コネクタを使った設計とプロービング
高密度、高パフォーマンス・アプリケーション

等価負荷

等価負荷
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偶
数
ポ
ッ
ド
�

奇
数
ポ
ッ
ド
�

コネクタのピン配列�
(上からの図)

図28. Agilent E5346A/E5339Aの接続とピン配列

ロジック・アナライザ・
ポッド 高密度アダプタ・

ケーブル(Agilent
E5346A, E5339A)

オプション・
シュラウド

Amp "Mictor 38"
コネクタ
(AMP 2-767004-2)

E5346Aまたは�
E5339Aプローブ�

バスの立ち上がり時間=Tr�
バス構造�
(Xライン)

終端�

グランド�

グランド�

プローブ・フックアップ・スタブ�

図29. Agilent E5346AおよびE5339Aの設計規則

38ピンMictor
コネクタ

ターゲット・コネクタを使った設計とプロービング
高密度、高パフォーマンス・アプリケーション
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偶
数
ポ
ッ
ド
�

奇
数
ポ
ッ
ド
�

アダプタ・ケーブル回路�

信号�

グランド�

ロジック・�
アナライザ・�
ポッドへ�

ロジック・アナライザを含みます。�

(上からの図)
AMP “MICTOR 38”コネクタのピン配列�

図31. E5351Aの接続とピン配列

ロジック・アナライザ・ポッド

高密度
アダプタ・ケーブル
(E5351A)

オプション・
シュラウド

Amp “Mictor 38”コネクタ
(AMP 2-767004-2)

E5351Aプローブ�

バスの立ち上がり時間=Tr�
バス構造�

グランド�

グランド�

プローブ・フックアップ・スタブ�

76～100mm

100Ω�
伝送ライン�250Ω

10pF

90kΩ

図30. Agilent E5351Aの設計ルール

Agilent E5351A
高密度アダプタ・ケーブル
必要とするルーティング・スタブの電
気長を計算した結果、Agilent E5346A
およびE5339Aが使用できない場合、
ターゲットに必要なRC回路をイン
ストールした状態でAgilent E5351A
を使用できます。

Agilent E5351Aには独自の内部RC回
路がありません。Agilent E5351Aを
使用するときは、SIPまたはDIP RC
回路、表面実装回路5062-7396、ま
たは等価の個別部品をターゲット部
品のできるだけ近くに配置して測定
を行います。ターゲット部品とRC

回路との間のスタブ長は短くしま
す。スタブの伝搬遅延は、前のセク
ションで説明したように、バス信号
の立ち上がり時間の20%未満である
必要があります。オンボードRC回
路からMictorコネクタまでの伝送ラ
インは、80～100Ωの範囲(100Ωに
近いほど良い)のインピーダンスに
設計する必要があります。この長さ
は76～100mmを超えてはいけませ
ん。また、すべての信号ラインの長
さが等しくなるようにします。信号
ライン長のばらつきによって生じる
伝播遅延の変動が、信号ライン間で
20psを超えないようにします。

ターゲット・システムにMictorコネ
クタを組み込む設計について詳しく
は、『Agilent Technologies E5346A/
E5351A High-Density Adapter Cable,
Installation Note』 Agilentカタログ番
号E5346-92013 (http://www.cos.agi-
lent.com/manuals/pdf/E5346213.PDF)
を参照してください。

ピンの割り当て
各アダプタ・ケーブルは2つのロジ
ック・アナライザ・ポッドとともに
使用します。+5VDC、SCL、および
SDA信号はプロービングに使用しな
いので、ターゲット・システムには
接続しません。

ターゲット・コネクタを使った設計とプロービング
高密度、高パフォーマンス・アプリケーション
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E5351Aオンボード終端用の選択肢
ターゲット基板上でE5351Aを終端す
る方法として、次の4つがあります。

• DIP RC終端回路(Agilent部品番号
1810-1278)を使用します(回路図、
ピン配列、寸法については18ペ
ージを参照)。

• SIP RC終端回路(Agilent部品番号
1810-1588)を使用します(回路図、
ピン配列、寸法については19ペ
ージを参照)。

• 表面実装RC終端回路(Agilent部品
番号5062-7396)を使用します。回
路図、ピン配列、等価負荷につ
いては図33を参照してください。

• 個別部品を使用します。推奨部
品と等価負荷については図32を
参照してください。

ステート速度が200MHzを超える場
合、最適な結果を得るには個別部品
を使用する必要があります。E5351A
プローブ・ケーブルの追加電気長に
よって、DIP、SIP、表面実装RC回
路内のディバイダ補正キャパシタが
E5351A用には最適ではありません
が、200MHzまでのクロック・レー
トでは使用できます。

5062-7396 SMTパーツを
使用する際の注意
Agilentは、現在、基板にSMT部品
をはんだ付けする際に2ステップ処
理を推奨しています。最初のステッ
プは、はんだペーストをビアを持つ
パッドに載せます。熱によって、ビ
アがはんだで埋まります(1回のはん
だステップでは、はんだが部品面か
らビアに流れ出て、部品としっかり
接続できません)。次のステップで
はんだペーストをすべてのパッドに
載せます。

図33に示すように、5062-7396 SMT
RC回路は6つのロジック解析チャネ
ルをサポートします。部品のサイズ
により、図33のパターンを繰り返し
て、複数の部品をエンド・ツー・エ
ンドで積み重ね、アプリケーション
で必要なチャネル数に適合させるこ
とが可能です。各プローブ・ケーブル

図33. 5062-7396表面実装RC回路用の推奨プリント基板パターンと等価負荷

ロジック・アナライザ・ポッド
パッド寸法 = 0.76mm×1.02mm

7

5

8 9 10

3

11

2 1

12

1.27mm

2.03mm

3.05mm

4.06mm

に対しては、3つのSMTが必要です。
セラミックのハイブリッドRC回路
を使用するためのプロセスは、LCC
パッケージ用のプロセスと似ていま
す。部品のサイズが小さいので、は
んだ還流中の熱膨張による不一致は
問題となりません。キャパシタンス
も温度変化に対して安定しています。

R1

C1

R2 R3 R4 R5 R6

R7

C2

R8

C3

R9

C4

R10

C5

R11

C6

R12

注記:
1. 抵抗:

R1～R6: 250Ω
R7～R12: 90.9kΩ

2. キャパシタンス8.2pF

図32. E5351Aの終端に個別部品を使用した場合の推奨オンボードRC回路と等価負荷

k
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ボード厚 サポート・シュラウドの コネクタおよびシュラウド・キット

部品番号 (5×Mictorコネクタ、

5×サポート・シュラウド)

1.57mmまで E5346-44701 E5346-68701

1.57mm～3.18mm E5346-44704 E5346-68700

3.18mm～4.32mm E5346-44703 なし

0.276 in
7.01 mm

0.329 in
8.36 mm

0.400 in
10.16 mm

0.996 in
25.30 mm

0.245 in
6.22 mm

127 mm x 0.43 mmパッド、�
0.13 mm  x 45°

コーナー・チャンファー(代表値)、×38�
�

0.040 in
1.02 mm

0.139 in
3.53 mm代表値�

1.190 in
30.23 mm

0.595 in
15.11 mm

0.450 in
11.43 mm

Pin 1斜角面�
コネクタ・キー�

∅

∅

0.093 in 
2.36 mm 

0.032 in
0.81 mm

 0.100 in
2.54 mm代表値�

∅ 0.030 in
0.76 mm

サポート・�
シュラウド�
取り付け穴�

サポート・�
シュラウド�
取り付け穴�

0.64 mmの�
18間隔

0.250 in
6.35 mm

± 0.05 mmプレート�

+ 0.003 in (0.08 mm)
または -0.001 in (0.02 mm)

図34. AMP Mictorコネクタの機械的仕様

サポート・シュラウド
図34と35に示すように、E5339A/
E5346A/E5351Aアダプタ・ケーブル
とAMP Mictorコネクタとの間に緩
衝部を加えるには、サポート・シュ
ラウドの使用を推奨します。ターゲ
ット基板上に2つのスルーホールが
必要です。シュラウドは、スルーホ
ールによりターゲット基板に直接に
実装します。このようにAMP Mictor
コネクタをシュラウドで囲むことに
より、しっかりとした機械的緩衝が
得られます。コネクタ・キットには
5個のAMPMictorコネクタ、および5
個のシュラウドが付属しています。
表8は、各種基板厚用のシュラウド
およびコネクタ・キットのAgilent部
品番号を示しています。

ピン�

代表値�

中心�

代表値�

代表値�

図35. E5346-44701、E5346-44703、E5346-44704サポート・シュラウドの機械的仕様

表8. 各種ボード厚用のシュラウドと接続キット

ターゲット・コネクタを使った設計とプロービング
高密度、高パフォーマンス・アプリケーション
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プローブ�

奇数#プローブ�

偶数#プローブ�

多目的フレキシブル・�
ケーブル�

シュラウド�

ピン1ベーベル�

Mictor

図36. E5346-60002高速Mictorブレークアウト・アダプタ

0.570 in 
14.50 mm

1.100 in 
27.94 mm

0.870 in 
22.10 mm

0.532 in 
13.50 mm

0.409 in 
10.39 mm

0.209 in 
5.31 mm

2.230 in 
58.90 mm

0.258 in 
6.56 mm

1.100 in 
27.94 mm

0.897 in 
22.78mm

0.264 in 
6.70 mm

図37. E5346-60002の機械的仕様

高速Mictorアダプタ
AMP Mictorコネクタに接続された信
号は、オシロスコープやAgi l en t
16517A高速ステート/タイミング・
アナライザなど、その他のテスト機
器によってもアクセスできます。

E5346-60002は、直接Mictorコネク
タに差し込むと、図36と37に示すよ
うに、フレックス回路を介して標準
コネクタ・ピンに32の信号すべてを
出力します。

ターゲット・コネクタを使った設計とプロービング
高密度、高パフォーマンス・アプリケーション
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図38. E5346-63201右アングルMictorアダプタ

0.575 in
14.61mm

0.382 in
9.69 mm

0.758 in
19.26 mm 

1.00 in
25.40 mm

右アングルMictorアダプタ
Mictorコネクタの上にスペースの制
約があるシステムのために、Agilent
は、図38に示すような右アングル・
アダプタを提供しています。E5346-
63201右アングル・アダプタをMictor
コネクタに挿入すると、アダプタ・
ケーブルはターゲット基板の表面に
並行に接続されます。右アングル・
アダプタを使用するときは、図39に
示すように、AMP Mictorコネクタ
をターゲット基板上でエンド・ツ
ー・エンドに配置しなければなりま
せん。サポート・シュラウドを右ア
ングル・アダプタと一緒に使用する
ことはできません。

図39. 右アングル・アダプタを使用するためのAMP Mictorコネクタ配置

ターゲット・コネクタを使った設計とプロービング
高密度、高パフォーマンス・アプリケーション
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Agilent 16760Aでは、3種類のプロービ
ング・オプションが使用可能です。1

E5378Aシングルエンド・プローブ
E5378Aは、データを最大1.25Gビッ
ト/sで捕捉可能な、34チャネルのシ
ングルエンド・プローブです(プロ
ーブの寸法と等価負荷については
図45と47を参照)。本プローブは、
次のような入力を装備しています。
• 16×2グループ(ポッド)の、32×

シングルエンド・データ入力。
• 2×差動クロック入力。クロック

入力は、クロックとして使用し
ない場合にデータ入力としても
使用可能。

• 2×データ・スレッショルド基準
入力、各ポッド(16データ入力の
グループ)に1つ。

E5378Aプローブをターゲット・シス
テムに接続するには、Agilent 16760-
68702または16760-68703プロービン
グ・コネクタ・キットが必要です。
これらのキットには、差し込みコネ
クタ(5個)とサポート・シュラウド
(5個)が付属します。このコネクタ
とシュラウドを、別個にオーダする
こともできます。コネクタとシュラ
ウドの寸法は、図43と44を参照して
ください。

E5379A差動プローブ
E5379Aは、データを最大1.25Gビッ
ト/sで捕捉可能な、17チャネルの差
動プローブです(プローブの寸法と
等価負荷については図46と47を参
照)。16760Aの全入力に対応するに
は、E5379Aプローブが2個必要です。
本プローブは、次のような入力を装
備しています。
• 16×差動データ入力
• 1×差動クロック入力。このクロ

ック入力は、クロックとして使
用しない場合にデータ入力とし
ても使用可能。

E5379Aプローブをターゲット・シス
テムに接続するには、Agilent 16760-
68702または16760-68703プロービン
グ・コネクタ・キットが必要です。
これらのキットには、差し込みコネ
クタ(5個)とサポート・シュラウド
(5個)が付属します。このコネクタ
とシュラウドを、別個にオーダする
こともできます。コネクタとシュラ
ウドの寸法仕様は、図43と44を参照
してください。

シングルエンド・�
プローブ�

プロービング・コネクタ・キット�

シュラウド(5)

Samtec�
コネクタ(5)�
�

図40. Agilent E5378Aプローブ

差動プローブ�

プロービング・コネクタ・キット�

シュラウド(5)

Samtec�
コネクタ(5)�
�

図41. Agilent E5379Aプローブ

Agilent 16760A 1.25Gビット/sロジック・アナライザ・モジュール

1注記: 単体の(フライング・リード)プローブ
は、16760Aでは使用できません。
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互換プローブ�

プロービング・コネクタ・キット�

シュラウド(5)

Mictor 38�
コネクタ(5)

図42. Agilent E5380Aプローブ

図43. 16760-68702/16760-68703コネクタ・キットで使用されるSamtecコネクタとサポート・シュラウド用の、
コネクタ・フットプリントと取り付け穴寸法

E5380A Mictor互換プローブ
E5380Aは、Agilent E5346A高密度プ
ローブ・アダプタおよびMictorコネ
クタとの互換性を持つように設計さ
れています。E5346A高密度プロー
ブ・アダプタを接続するよう設計さ
れているターゲット・システムに対
して、E5380Aプローブはその同じ
Mictorコネクタに直接接続できます
(E5346Aについては、22～23ページ
を参照してください)。E5380Aプロ
ーブを使用したときの、16760Aロ
ジック・アナライザの最大ステート
速度は600Mビット/sです。E5380A
が必要とする最小入力信号振幅は、
300mVです。

E5380Aプローブは、2本の17チャネ
ル・ケーブルを、1つのシングルエ
ンド38ピンMictorコネクタに結合し
ます。

E5380Aプローブをターゲット・シス
テムに接続するには、Agilent E5346-
68700またはE5346-68701プロービン
グ・コネクタ・キットが必要です。
コネクタとシュラウドの寸法は、
図34と35を参照してください。

Agilent 16760A 1.25Gビット/sロジック・アナライザ・モジュール

タイトル 説明 Agilent 

マニュアル番号

User’s Guide, Agilent Technologies 16760A用プローブに 16760-97001

E5378A, E5379A, and E5380A 関する寸法図、

Probes for the 16760A 電気モデル、一般情報

Logic Analyzer

E5378A、E5379A、E5380Aプローブ・コネクタをシステムに組み込むための
設計について詳しくは、http://www.cos.agilent.com/manuals/pdf/16760701.PDF
を参照してください。
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図44. 16760-68702/16760-68703コ
ネクタ・キットで使用されるSamtecコネク
タの寸法仕様

図45. E5378Aシングルエンド・プローブの寸法仕様

図46. E5379A差動プローブの寸法仕様

図47. E5378A/E5379A入力等価負荷、
Samtecコネクタ含む

図49. E5380A入力等価負荷、
Mictorコネクタ含む

Agilent 16760A 1.25Gビット/sロジック・アナライザ・モジュール

等価負荷

等価負荷

図48. E5380Aプローブの寸法仕様
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図50. 高速汎用プローブのための等価負荷

等価負荷�

信号�

グランド�

Ω

Ω

ロジック・アナライザを含みます。�

0.2pF 3pF

500Ω

図52. 16517-27601 SMAアダプタ

図51. E5320-26101フレキシブル・
グランド・ピン

図53. E9638A BNC-プローブチップ・
アダプタ

高速ロジック解析汎用プローブ
Agilent 16517A/16518Aロジック・ア
ナライザ・モジュールは、ステート/
タイミング解析で業界を代表する製
品です。Agilentは、1GHzステート/
4GHzタイミング・パフォーマンス用
の特別なプロービング・ソリューシ
ョンを開発しました。これらの高速
汎用プローブの等価負荷については
図50を参照してください。16517A/
16518Aロジック・アナライザ・モ
ジュールに付属のアクセサリについ
ては、図54を参照してください。上
記のような高速信号では、アナログ
信号と同様のプロービングによる影
響が非常に顕著になります。デザイ
ナは、デバッグ・プロービング負荷
をモデル化し、伝送ラインの使用、
スタブ長の最小化、適切な終端によ
って、プロービングのための設計を
行う必要があります。ここに示すプ
ロービング・アクセサリは、高速環境
で動作するよう設計されています。

特殊コネクタ
Agilent 16517Aは、図52と53に示す
アダプタを使用することにより、
SMA またはBNC コネクタを簡単に
プローブできます。図51のフレキシ
ブル・グランド・ピンを図55のよう
に使用すると、優れた信号の忠実度
が得られます。

Agilent 16517A/16518A 1GHzステート/4GHzタイミング
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アダプタ・ケーブル�
BNC-SMB

16517-61604

校正ポッド�
16517-63201

これらの部品は、16517-68701
 マスタ・キットのみに含まれます。�

注記：これらの接続例は便利ですが�
パフォーマンスが低下する可能性があります。� 

信号�

信号�

グランド・コネクタ�
16515-27601

プローブ構成�

SMTキット�
16517-82104
数量：黒4 赤4

信号�

ピン・プローブ・キット�
16517-82107
数量：4

グランド・リード・キット�
16517-82106
数量：20

信号�

信号�

SMD ICクリップ・キット�
16517-82109
数量：20

グランド・エクステンダ・キット�

16517-82105
数量：20

信号�

プローブ・リード�
16517-61602

図54. Agilent 16517-68701マスタ・アクセサリ・キットおよび16518-68701拡張アクセサリ・キット

ピンおよびソケット・グランド・リード�

0.635mm角ピン、�
または�
直径0.66～0.84mm
丸ピン

フレキシブル・ダイレクト・�
グランド・ピン� グランド・エクステンダ� SMTタックオン信号/グランド�

推奨されるプローブの構成�

最高の性能を発揮するには、以下の構成を使用してください。これらの構成は、推奨される順序で記載しています。�

信号�

最初にフレキシブル・�
グランド・ピンで接続し、�
次にそれを曲げて�
信号ピンを接触させます。�

グランド�

信号�

グランド�
信号�

信号赤�

グランド黒�
信号�

グランド�

0.635mm方形ピン、�
または�
直径0.66～0.84mm
ピン

グランド�

図55.最高の信号忠実度を提供するプローブ構成

Agilent 16517A/16518A 1GHzステート/4GHzタイミング
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Agilent 16517A/16518Aロジック・アナライザ・モジュール付属のアクセサリ

部品番号 説明 数量 ページ番号

16517-68701 4GHzタイミング・モジュール・マスタ・
アクセサリ・キット(以下の部品が含まれます) 1 32

16515-27601 グランド・コネクタ 2 32

16517-61602 プローブ・リード・アセンブリ 1 32

16517-61604 BNC - SMBアダプタ・ケーブル 1 32

16517-63201 校正ポッド 1 32

16517-82104 SMTリード・キット(黒×4、赤×4のパッケージ) 1 32

16517-82105 グランド延長キット(20個入り) 1 32

16517-82106 グランド・リード・キット(20個入り) 1 32

16517-82107 ピン・プローブ・キット(4個入り) 1 32

16517-82109 SMD ICクリップ・キット(20個入り) 1 32

Agilent 16557Dロジック・アナライザ・モジュール付属のアクセサリ

部品番号 説明 数量 ページ番号

01650-61608 16チャネル・プローブ・リード・セット 4 6

01650-94312 ロジック・アナライザ・プローブ・ラベル 1 10

5090-4833 SMD ICクリップ、表面実装(20個入り) 4 7

5959-9333 プローブ・リード、灰色(5個入り) 1 6

5959-9334 短グランド・リード(5個入り) 4 6

16555-61601 マスタ/エクステンダ相互接続ケーブル 1 表示なし

Agilent 16710A/16711A/16712A
ロジック・アナライザ・モジュール付属のアクセサリ

部品番号 説明 数量 ページ番号

01650-61608 16チャネル・プローブ・リード・セット 6 6

01650-94312 ロジック・アナライザ・プローブ・ラベル 1 10

5090-4833 SMD ICクリップ、表面実装(20個入り) 6 7

5959-9333 プローブ・リード、灰色(5個入り) 1 6

5959-9334 短グランド・リード(5個入り) 6 6

16555-61601 マスタ/エクステンダ相互接続ケーブル 1 表示なし

Agilent 16715A/16716A/16717A/16750A/16751A/16752A
ロジック・アナライザ・モジュール付属のアクセサリ

部品番号 説明 数量 ページ番号

01650-61608 16チャネル・プローブ・リード・セット 4 6

01650-94312 ロジック・アナライザ・プローブ・ラベル 1 10

5090-4833 SMD ICクリップ、表面実装(20個入り) 4 7

5959-9333 プローブ・リード、灰色(5個入り) 1 6

5959-9334 短グランド・リード(5個入り) 4 6

オーダ情報
ロジック・アナライザに付属するアクセサリ
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オーダ情報
ステート400MHz(最高)/タイミング800MHz(最高)

汎用プロービング1,2

プローブ・リードおよびリード・セット

部品番号 説明 ページ番号

01650-61608 16チャネル・プローブ・リード・セット 6

5959-9333 プローブ・リード、灰色(5個入り) 6

5959-9334 短グランド・リード(5個入り) 6

5959-9335 長グランド・リード(5個入り) 6

プローブ・ケーブル

部品番号 説明 ページ番号

01660-61605 16650Aロジック・アナライザ用 8

16555-61606 16554A、16555A/D、16556A/Dロジック・アナライザ用 8

16710-61603 16557D、16710A、16711A、16712Aロジック・アナライザ用 8

16715-61601 16715A、16716A、16717A、16718A、16719A、16750A、

16751A、16752Aロジック・アナライザ用 8

ICクリップ

部品番号 説明 ページ番号

5959-0288 スルーホールICクリップ・キット(20個入り) 7

5090-4833 SMD ICクリップ・キット(20個入り) 7

10467-68701 0.5mm ICクリップ・キット(4個入り) 7

ICテスト・クリップ

モデル番号 説明 ページ番号

E2421A SOICテスト・クリップ・キット(Pomona 5514)、小形 7

E2422A QUADテスト・クリップ・キット(Pomona 5515)、4面小形 7

ウェッジ・アダプタ

モデル番号 説明 ページ番号

E2613A 0.5mmプローブ・アダプタ-3信号 9

E2613B 0.5mmプローブ・アダプタ-3信号-2パック 9

E2614A 0.5mmプローブ・アダプタ-8信号 9

E2643A 0.5mmプローブ・アダプタ-16信号 9

E2615A 0.65mmプローブ・アダプタ-3信号 9

E2615B 0.65mmプローブ・アダプタ-3信号-2パック 9

E2616A 0.65mmプローブ・アダプタ-8信号 9

E2644A 0.65mmプローブ・アダプタ-16信号 9

その他のプローブ・アクセサリ

部品番号 説明 ページ番号

01650-94303 ロジック・アナライザ・プローブ・ラベル 10

16555-60001 フェライト・コア・アセンブリ 10

注記:
1ロジック・アナライザに付属のアクセサリについては、34ページを参照
2フライング・リード・プローブは、16760Aで使用できません
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QFPパッケージ用エラストマ・プロービング

モデル番号 説明 ページ番号

E5336A 144ピン0.5mm TQFPエラストマ・プローブ・アダプタ1 11～13

E5336A      201 リテーナ・キット(リテーナ×5と接着剤) 11～13

E5336A      202 ロケータ・ツール 11～13

E5340A 1/4フレックス・アダプタ、E5336A用(数量1) 11～13

E5377A 160ピン0.5mm TQFPエラストマ・プローブ・アダプタ1 11～13

E5377A      201 リテーナ・キット(リテーナ×5と接着剤) 11～13

E5377A      202 ロケータ・ツール 11～13

E5349A 1/4フレックス・アダプタ、E5377A用(数量1) 11～13

E5348A 176ピン0.5mm TQFPエラストマ・プローブ・アダプタ1 11～13

E5348A      201 リテーナ・キット(リテーナ×5と接着剤) 11～13

E5348A      202 ロケータ・ツール 11～13

E5349A 1/4フレックス・アダプタ、E5348A用(数量1) 11～13

E5361A 144ピン0.65mm PQFP/CQFPエラストマ・プローブ・アダプタ1 11～13

E5361A      201 リテーナ・キット(リテーナ×5と接着剤) 11～13

E5361A      202 ロケータ・ツール 11～13

E5340A 1/4フレックス・アダプタ、E5361A用(数量1) 11～13

E5373A 160ピン0.65mm PQFP/CQFPエラストマ・プローブ・アダプタ1 11～13

E5373A      201 リテーナ・キット(リテーナ×5と接着剤) 11～13

E5373A      202 ロケータ・ツール 11～13

E5349A 1/4フレックス・アダプタ、E5373A用(数量1) 11～13

E5374A 208ピン0.5mm PQFP/CQFPエラストマ・プローブ・アダプタ1 11～13

E5374A      201 リテーナ・キット(リテーナ×5と接着剤) 11～13

E5374A      202 ロケータ・ツール 11～13

E5371A 1/4フレックス・アダプタ、E5374A用(数量1) 11～13

E5363A 240ピン0.5mm PQFP/CQFPエラストマ・プローブ・アダプタ1 11～13

E5363A      201 リテーナ・キット(リテーナ×5と接着剤) 11～13

E5363A      202 ロケータ・ツール 11～13

E5371A 1/4フレックス・アダプタ、E5363A用(数量1) 11～13

オーダ情報
ステート400MHz(最高)/タイミング800MHz(最高)

注記:
1各プローブ・アダプタには、リテーナ(5個)、ロケータ・ツール(1個)、接着剤が含まれます。
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解析プローブ用終端アダプタとコネクタ
通常密度、中パフォーマンスのアプリケーション

部品番号 説明 ページ番号

01650-63203 100kΩ終端アダプタ 15～16

1251-8106 20ピン・コネクタ 15

1251-8473 20ピン右アングル・コネクタ 表示なし

1251-8828 40ピン・ロープロファイル・コネクタ(ストレート) 17～18

1251-8158 40ピン・ロープロファイル・コネクタ(右アングル) 表示なし

1251-8831 40ピン・コネクタ、ラッチ付き(ストレート) 表示なし

1251-8931 40ピン・コネクタ、ラッチ付き(右アングル) 表示なし

1810-1278 RC回路、スルーホール、DIP(数量1) 18

1810-1588 RC回路、SIP(数量1) 19

5062-7396 RC回路、表面実装(数量1)

高密度、高パフォーマンスのアプリケーション

Part/モデル番号 説明 ページ番号

E5339A 低電圧終端アダプタ 21～23

E5346A 高密度終端アダプタ 21～23

E5351A 高密度非終端アダプタ 21, 24

1810-1278 RC回路、スルーホール、DIP(数量1) 18

1810-1588 RC回路、SIP(数量1) 19

5062-7396 RC回路、表面実装(数量1) 25

E5346-44701 高密度終端アダプタ・サポート・シュラウド、

ボード厚1.57mmまで 26

E5346-68701 Mictorコネクタ・キット、ボード厚1.57mmまで

(コネクタ(5個)とシュラウド(5個)) 26

E5346-44704 高密度終端アダプタ・サポート・シュラウド、

ボード厚3.18mmまで 26

E5346-68700 Mictorコネクタ・キット、ボード厚3.18mmまで

(コネクタ(5個)とシュラウド(5個)) 26

E5346-44703 高密度終端アダプタ・サポート・シュラウド、

ボード厚4.32mmまで 26

E5346-60002 高速Mictorブレークアウト・アダプタ 27

E5346-63201 高密度右アングル・アダプタ 28

オーダ情報
ステート400MHz(最高)/タイミング800MHz(最高)
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オーダ情報
ステート>400MHz/タイミング>800MHz

16760A 1.25Gビット/sロジック・アナライザ・モジュール

Part/モデル番号 説明 ページ番号

E5378A 34チャネル・シングルエンド・プローブ 29, 31

E5379A 17チャネル差動プローブ 29, 31

E5380A 34チャネルMictorプローブ 30

E5346-68700 プロービング・コネクタ・キット、E5380A用 表示なし

E5346-68701 プロービング・コネクタ・キット、E5380A用 表示なし

16760-68702 5×コネクタと5×サポート・シュラウドのキット、

E5378A/E5379A用、ボード厚1.57mmまで 30, 31

16760-68703 5×コネクタと5×サポート・シュラウドのキット、

E5378A/E5379A用、ボード厚3.05mmまで 30, 31

16760-02302 サポート・シュラウド、E5378A/E5379A用、

ボード厚1.57mmまで 30, 31

16760-02303 サポート・シュラウド、E5378A/E5379A用、

ボード厚3.05mmまで 30, 31

1253-3620 100ピン差し込みコネクタ、E5378A/E5379A用 表示なし

16517A/18A高速ロジック・アナライザ・モジュール
汎用プローブ

Part/モデル番号 説明 ページ番号

16517-61602 プローブ・リード・アセンブリ 33

16517-61604 BNC - SMBアダプタ・ケーブル 33

16517-63201 校正ポッド 33

16517-68701 4GHzタイミング・モジュール・マスタ・アクセサリ・キット 33

16517-82104 SMTリード・キット(黒×4、赤×4のパッケージ) 33

16517-82105 グランド延長キット(20個入り) 33

16517-82106 グランド・リード・キット(20個入り) 33

16517-82107 ピン・プローブ・キット(4個入り) 33

16517-82109 SMD ICクリップ・キット(20個入り) 33

16518-68701 拡張モジュール・アクセサリ・キット 33

5081-7753 プローブ・リード・キット(各16517-61602に3セット) 33

E5320-26101 フレキシブル・グランド・ピン 32

16517-27601 SMA～プローブ・チップ・アダプタ 32

E9638A BNC～プローブ・チップ・アダプタ 32

16515-27601 グランド・コネクタ 33
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関連情報

Agilent Technologiesロジック解析サ
ードパーティ・パートナ:

パートナの詳しいリストは、『Processor
and Bus Support for Agilent Technologies
Logic Analyzers』カタログ番号5966-4365E
に掲載されています。

3M
http://www.mmm.com/interconnects

AMP, Inc.
http://www.amp.com

Agilent Technologies Test and Measurement
ロジック・アナライザ-システムWebサイト:
http://www.agilent.com/find/LAsystems

Agilent Technologies Test and Measurement
ロジック・アナライザ-ベンチトップ
Webサイト:
http://www.agilent.com/find/LAbenchtops

Agilent Technologies Test and Measurement
プロセッサ/バス・サポートWebサイト:
http://www.agilent.com/find/PnBS

Agilent Technologies Test and Measurements
アクセサリWebサイト:
http://www.agilent.com/find/LAaccessories

本書は、次の内容をカバーしていません。

• パターン・ジェネレータ・プロービ
ングとアクセサリ

参照:『Agilent Technologies 16700
Series Logic Analysis System, Product
Overview』
カタログ番号5968-9661E

• プロセッサ/バス用解析プローブ

参照:『Processor and Bus Support for
Agilent Technologies Logic Analyzers,
Configuration Guide』
カタログ番号5966-4365E

• エミュレーション・プローブ

参照:『Processor and Bus Support for
Agilent Technologies Logic Analyzers,
Configuration Guide』
カタログ番号5966-4365E

• オシロスコープ・プローブとアクセ
サリ

参照:『Agilent Technologies 16700
Series Logic Analysis System, Product
Overview』
カタログ番号5968-9661E
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サポート、サービス、およびアシスタンス

アジレント・テクノロジーが、サービスおよ
びサポートにおいてお約束できることは明確
です。リスクを最小限に抑え、さまざまな問
題の解決を図りながら、お客様の利益を最大
限に高めることにあります。アジレント・テ
クノロジーは、お客様が納得できる計測機能
の提供、お客様のニーズに応じたサポート体
制の確立に努めています。アジレント・テク
ノロジーの多種多様なサポート・リソースと
サービスを利用すれば、用途に合ったアジレ
ント・テクノロジーの製品を選択し、製品を
十分に活用することができます。アジレン
ト・テクノロジーのすべての測定器およびシ
ステムには、グローバル保証が付いています。
製品の製造終了後、最低5年間はサポートを提
供します。アジレント・テクノロジーのサポ
ート政策全体を貫く2つの理念が、「アジレン
ト・テクノロジーのプロミス」と「お客様の
アドバンテージ」です。

アジレント・テクノロジーのプロミス

お客様が新たに製品の購入をお考えの時、ア
ジレント・テクノロジーの経験豊富なテス
ト・エンジニアが現実的な性能や実用的な製
品の推奨を含む製品情報をお届けします。お
客様がアジレント・テクノロジーの製品をお
使いになる時、アジレント・テクノロジーは
製品が約束どおりの性能を発揮することを保
証します。それらは以下のようなことです。
● 機器が正しく動作するか動作確認を行いま

す。
● 機器操作のサポートを行います。
● データシートに載っている基本的な測定に

係わるアシストを提供します。
● セルフヘルプ・ツールの提供。
● 世界中のアジレント・テクノロジー・サー

ビス・センタでサービスが受けられるグロ
ーバル保証。

お客様のアドバンテージ

お客様は、アジレント・テクノロジーが提供
する多様な専門的テストおよび測定サービス
を利用することができます。こうしたサービ
スは、お客様それぞれの技術的ニーズおよび
ビジネス・ニーズに応じて購入することが可
能です。お客様は、設計、システム統合、プ
ロジェクト管理、その他の専門的なサービス
のほか、校正、追加料金によるアップグレー
ド、保証期間終了後の修理、オンサイトの教
育およびトレーニングなどのサービスを購入
することにより、問題を効率良く解決して、
市場のきびしい競争に勝ち抜くことができま
す。世界各地の経験豊富なアジレント・テク
ノロジーのエンジニアが、お客様の生産性の
向上、設備投資の回収率の最大化、製品の測
定確度の維持をお手伝いします。


